
保健・健康の掲示板 Bulletin board ほけん・けんこうのけいじばん

◆ 

対
象
者
／
40
歳
以
上
の
方

◆ 

持
ち
物
／
各
種
健
（
検
）
診
受
診
券
、
健
康
保

険
証
、
検
診
料
金
、
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
等

を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆ 

料
金
／
１
３
０
０
円

※
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
、
70
歳
以
上
の
方
、

非
課
税
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
、
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

で
す
。

◆ 

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
芽
を
見
つ
け

る
健
診
で
す
。
毎
年
、
続
け
て
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
の
芽
を
早
く
見
つ
け
て
摘
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に
一
度
、
健
診
を
受
け

て
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

◆ 

対
象
者
／
健
診
対
象
に
該
当
す
る
世
帯
の
方
に

は
、「
健
（
検
）
診
の
お
し
ら
せ
」「
日
程
表
」「
受

診
券
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

角
館
地
区
の
胃
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

７
月
28
日
か
ら
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

※
田
沢
湖
地
区
の
胃
が
ん
検
診
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
７
月
１
日
号
（
20
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
受
診
地
域
は
「
日
程
表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
指
定
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
他
の
健
診
日

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
対
象
の
方
は
、
８
月
10
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
月
11
日
よ
り
後
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 胃がん検診日程（受付時間　6:00 ～ 8:00）

期日 会場

角
館
地
区

8月3日 月 健康管理センター

8月4日 火 雲沢集落センター

8月5日 水 中川集落センター

8月6日 木 白岩部落会館

8月7日 金

健康管理センター

8月 9日 日

8月 10日 月 花葉館ロッジ

◆ 特定健診、後期高齢者健診、一般健診、大腸がん検診、

肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診日程

　（受付時間　13:00 ～ 15:00）

期日 会場

7月 28日 火

白岩小学校  ホール

7月 29日 水

7月 30日 木 角館中学校  体育館

7月 31日 金 中川小学校  体育館

8月 3日 月

西木保健センター

8月4日 火

8月5日 水 旧上桧木内小学校  体育館

8月6日 木

吉田体育館

8月7日 金

8月 10日 月 骨

西木保健センター

8月 11日 火

【
注
意
点
】

● 

前
日
の
21
時
以
降
は
、
飲
食
、
喫
煙
、

服
薬
を
し
な
い
で
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

● 

市
の
検
診
に
て
受
診
の
結
果
が
繰
り
返
し

「
要
精
密
検
査
」
に
な
る
方
は
、
直
接
医

療
機
関
に
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
・
定
期
的
に
通
院

の
方
は
引
き
続
き
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

～胃がん検診の日曜健診について～

期日：８月９日（日）

受付：午前 6 時～ 8 時

対象：平日都合のつかない方

定員：100 人（定員になり次第締め切り）

※保健課（☎ 55-1112）に電話での申し込みが必要です。

※待ち時間が長くなることが予想されますので、時間に

余裕をみて受診してください。

※
転
入
等
で
配
布
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
保
健
課
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
に
日
程
表
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

持
ち
物
／
各
種
健
（
検
）
診
受
診
券
、
健
康
保

険
証

◆ 

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

新病院における
脳血管内治療について

　

当
院
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
脳
血
管
内
治
療
の

先
駆
的
な
先
生
方
（
日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療
学

会
指
導
医
）
と
の
提
携
・
ご
協
力
に
よ
り
脳
血
管

内
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
生
方

の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
結
果
、
当
院
脳
神
経
外
科

医
師
が
同
学
会
専
門
医
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
全

世
界
・
全
国
的
に
は
脳
血
管
内
治
療
は
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
秋
田
県
内
に

脳
血
管
内
治
療
専
門
医
は
ご
く
少
数
し
か
お
ら

ず
、
当
院
は
県
南
で
専
門
医
が
常
勤
す
る
唯
一
の

施
設
で
す
。
当
院
で
は
、
新
築
移
転
を
機
に
最
新

の
機
器
を
整
備
し
て
今
ま
で
よ
り
も
更
に
活
発
な

脳
血
管
内
治
療
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん
の
治
療
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

脳
血
管
内
治
療
と
は
？

最
大
の
特
徴
《
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
》

◎ 

血
管
の
中
か
ら
治
療
す
る
の
で
、
従
来
の
開
頭

術
の
よ
う
に
頭
を
開
け
る
必
要
が
な
い
。

◎ 

太
も
も
の
付
け
根
の
血
管
を
刺
す
だ
け
な
の

で
、
原
則
そ
の
部
位
の
局
所
麻
酔
の
み
で
治
療

可
能
。

◎ 

そ
の
た
め
、
体
へ
の
侵
襲
（
負
担
）
が
少
な
い
。

◎ 

合
併
症（
重
い
心
臓
病
や
肺
疾
患
、糖
尿
病
な
ど
）

の
あ
る
人
や
高
齢
の
方
に
や
さ
し
い
治
療
。

◎ 

手
術
の
み
で
は
治
療
困
難
で
あ
っ
た
病
気
（
特

に
急
性
期
脳
梗
塞
）
を
根
治
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。

欠
点

◎ 

レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
下
の
治
療
の
た
め
、
被
曝
の

問
題
が
あ
る
。

◎ 

造
影
剤
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
が
あ
る
。

◎ 

（
出
血
等
の
）
合
併
症
を
起
こ
し
た
際
に
対
応
し

に
く
い
。

対
象
疾
患

◎ 

急
性
動
脈
閉
塞
（
急
性
期
脳
梗
塞
）

◎ 

脳
動
脈
瘤
（
破
裂
・
未
破
裂
）

◎ 

脳
・
頸
動
脈
狭
窄

◎ 

脳
血
管
奇
形

◎ 

そ
の
他

　

今
回
、
脳
血
管
内
治
療
が
強
力
に
威
力
を
発
揮

す
る
急
性
期
脳
梗
塞
の
血
管
内
治
療
に
つ
い
て
お

示
し
し
ま
す
。

急
性
脳
動
脈
閉
塞
（
脳
梗
塞
）

　

脳
梗
塞
と
は
、
脳
の
動
脈
が
詰
ま
っ
て
血
流
が

途
絶
え
、
脳
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
状
態
で
す
。

脳
細
胞
は
血
流
が
途
絶
え
る
と
、
数
分
か
ら
数
時

間
で
回
復
不
可
能
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
手
段
は
、
い
か
に
早
く
血
流
を

再
開
さ
せ
る
か
に
尽
き
ま
す
。
現
状
で
は
発
症
4.5

時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、t-PA

と
い
う
薬
を
点
滴
で

投
与
す
る
こ
と
が
基
本
の
治
療
で
す
。
し
か
し
、

何
ら
か
の
理
由
でt-PA

を
使
え
な
い
場
合
が
多
い

こ
と
、
ま
た
、
最
近
、
太
い
脳
動
脈
に
詰
ま
っ
た

大
き
な
血
栓
で
は
、t-PA

が
あ
ま
り
効
か
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
血
管
内
治
療
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

① 

血
栓
溶
解
療
法
：
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
方

法
で
、
細
い
カ
テ
ー
テ
ル
を
直
接
血
栓
ま
で

持
っ
て
行
き
、
そ
こ
で
血
栓
を
溶
か
す
薬
を
注

入
す
る
方
法
で
す
。
こ
の
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

全
身
投
与
（
静
脈
点
滴
・
注
射
）
と
異
な
り
、
血

栓
の
近
傍
で
薬
を
入
れ
る
た
め
に
、
少
量
で
な

お
か
つ
効
果
的
な
薬
効
が
期
待
で
き
ま
す
。

② 

血
管
形
成
（
拡
張
）
療
法
：
動
脈
硬
化
性
病
変
が

主
体
の
動
脈
閉
塞
・
狭
窄
に
対
し
、
風
船
を
使
っ

て
血
管
を
拡
げ
る
治
療
で
す
。

③ 	

血
栓
回
収
療
法
：
こ
こ
1
～
2
年
で
認
可
さ
れ

た
新
し
い
治
療
法
で
、
ス
テ
ン
ト
（
金
属
メ
ッ

シ
ュ
で
で
き
た
筒
の
よ
う
な
道
具
）
で
血
栓
を

絡
め
取
る
も
の
で
す
。
こ
の
道
具
は
、
現
時
点

で
、
秋
田
県
内
で
使
え
る
病
院
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
分
野
は
進
歩
が
著
し
く
、
更
に
新
し
い
道

具
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
道
具
を
使
用
で
き
る
の
は
、
血
管
内
治
療
専

門
医
か
こ
れ
に
準
じ
た
経
験
を
持
つ
医
師
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
秋
田
県
内
で
緊
急
時

に
こ
れ
ら
の
治
療
が
で
き
る
病
院
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

健康医療情報  ～医療の現場から～

↑
↑

《
治
療
前
》

     

赤
矢
印
が
閉
塞
血
管

《
治
療
後
》

     

閉
塞
部
が
再
開
通

回収された血栓

市立角館総合病院　副診療部長兼血管内脳神経外科科長　山口 卓

17 16Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく


